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6月16日土曜日の午後に、当院での臨床研修説明会

が開催されました。当日は豪雨で宮崎からの参加予定

の学生さんが高速道路の閉鎖で参加を途中で断念とい

うことも有りましたが、天候の悪いなか各大学から32

名の医学生に参加していただきました。院長をはじめ

各担当者から病院の紹介、国立病院機構の若手を育て

る取り組み、当院の研修プログラムの説明があり、研

修2年次の斎藤先生から研修生活についての紹介があ

りました。病院見学の後で意見交換会を行いましたが、

参加していただいた各科の代表から、それぞれの診療

内容や新しい治療の紹介があり、例年の説明会以上に

和気あいあい と盛り上がりました。来年度からは救急

医を目指す特別プログラム 2名を募集しますが、学生

の関心も高いようでした。土曜日の午後という説明会

に各科の先生ご協力いただきまして大変有り難うござ

いました。来年の新しい研修医の獲得のために今後と

もよろしくお願いいた しますO

（教育研修部長清川 哲志）

院内見学、意見交換会の様子

最新の知識・医療技術冒と礼節をもって、

良質で安全な医療を目指します。

C 1) 

・・監事亘彊fiil重量・・園陸、
l. 良質で安全な医療の提供

2.政策医療の推進

3.医療連携と救急医療の推進

4.教育・研修・臨床研究の推進

5.国際医療協力の推進

6 健全経営
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「心身一体の医療」

くまもと悠心病院

院長宮内大介

くまもと悠心病院は熊本市小山町にある精神科病

院です。昭和57年 1月に現在地で東家病院として開

院し、今年の 1月で30周年を迎えました。近くには

KKwin gがあり 、時間があるときには職員数名

でロアッソ熊本の応援に行ったりしています。精神

科病院ですので、統合失調症や気分障害（操うつ病、

うつ病等〉の患者様が主ですが、最近は認知症の患

者様がずいぶん増え、私も認知症の専門外来をやっ

ています。

認知症の初診時には普段の様子を聞くほかに、認

知機能検査や脳の画像検査、血液検査などを行いま

す。見逃してはいけないのが普段内服している薬で

す。高齢者は毎日たくさん薬を飲んでいる方が多く 、

その中に認知機能に影響する恐れのある薬剤が含ま

れていることがあります。代表的なものは抗ヒスタ

ミン作用のある薬剤（アレルギーの薬や胃薬）、抗

コリン作用のある薬剤（頻尿の薬、向精神薬）など

です。これらを可能であれば中止し、他の系統のも

のに変更していただくだけで、問題行動が改善する

こともしばしはあります。

身体状態がよくないとせん妄を呈したり、精神状

態も悪化することも多く 、 こういった患者様の診療

には熊本医療センタ ーとの連携がとても助かってい

ます。精神状態がよくなし、からという理由で、身体

的な治療を受けられないということは大きな問題で

す。熊本医療センタ ーでは、認知症や精神疾患があ

る患者さんが全員、精神科の病棟で治療を受けてい

るわけではなく 、問題行動が多少あっても軽ければ、

一般の内科や外科の病棟で治療を受けられ、やはり

精神科病棟でなければ難しいという患者さんは精神

科病棟へうつられるそうです。一般の病棟でも精神

疾患のある患者様にある程度は対応できるという看

護力は素晴らしいと思います。精神科のある総合病

院と、一般病院と精神科病院の連携がとても大切で

あり 、今後どのように連携していくかが課題です。

熊本の精神科においては欠かすことのできない病

院です。救命救急部のみならず、各科の先生方、精

神科の渡遺先生、山下先生が体調を崩さないよう願

うばかりです。

診療情報提供書兼紹介状についてのお詫びとお知らせ

このたび九州厚生局より、「診療情報提供書は原本を紹介先へ受診の際に患者様に持参頂き、

複写用紙を紹介元に保管して頂くように。」 とのご指摘を頂き ました。現在、当院からお配りし

ている診療情報提供書兼紹介状は、 1枚目（原本）を紹介元に控えて頂き、 2枚目（複写用紙）

を患者様が受診の際に持参して頂くようご案内しております。

つき ましては、早急に訂正した診療情報提供書兼紹介状及び、画像検査予約ファックス送信

票を準備して郵送させて頂きますが、訂正した冊子がお手元に届きますまで、ご迷惑をおかけ

致しますが l枚目（①送信用FA X用紙及び紹介元控）を患者様に持参頂き、 2枚目（②患者

様持参用）を紹介元で保管頂くようにお願い致します。（尚、算定上問題はございません。）

略儀ではございますが、取り急ぎ書面にてお詫び申し上げます。どうか今後と も変わらぬ

ご指導ご鞭提のほどよろしくお願し、申し上げます。

経営企画室長織田政継
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バ！長え： ；三議輔舗面圃・・・・・・・
国際医療協力室・特殊疾病研究室

国際医療協力室スタッフ

国立病院機構熊本医療センタ ー （旧国立熊本病院）

は、昭和60年から国際医療協力を病院機構の重要な柱

として掲げ、その基幹病院として活動してきました。

昭和60年 4月蟻田功先生（前WHO世界天然痘根絶対

策部長）が第 5代国立熊本病院長に就任され、翌年 4

月には厚生省の国立病院、療養所再編成計画に基づき、

国際医療協力基幹施設としての機能付与の認可を厚生

省より受けました。そして宮崎久義先生が第 6代院長

に就任した平成 4年10月に国際医療協力を研究主題と

する臨床研究部（特殊疾病研究室を含む 5つの研究室

を有す）が、平成22年 4月に国際医療協力室が設置さ

れました。

国際医療協力室では、特に医療分野において世界的

な舞台で活躍できるような人物を育てあげ＼それをサ

ポート できるようなネットワ ークを構築するお手伝い

を続けています。その 3本の柱が、①厚生労働省所管

最近の国際医療協力と予定

【2012/2/20-3/18】 集団研修コ ース

“次の10年に向けてのAI D Sの予防

及び対策”（コースリーダー武本重毅特

殊疾病研究室長開催〕

【2012/2/13-19】タイ国コンケン病院

から研修・見学使節団来熊。

【2012/2/11-19】芳賀克夫臨床研究部

長、エジプ卜ファイユーム大学におけ

る第 3国研修に講師として出張。

【2012/1/92/10】集団研修コ一ス

全な輸血医療（中米地域）”研修コ一ス） 

【2011/10/31-11/27】集団研修コ 一ス

“ウイルス肝炎セミナ一： 1変学、予防

及び治療”研修コース（コースリーダー

杉和洋消化器内科部長）

【2011/10/28】米国サンアントニオ市

ベア郡医師会訪問団来院。当院を表敬

訪問し、病院見学及び担当職員と懇談

をf子った。

【2011/9/20・27】武本重毅血液内科医

長、エジプト・ファイユーム大学にお

ける第 3国研修に講師として出張。

JICA （独立行政法人国際協力機構）集団研修、②ア

フリカ向け第三国研修技術協力の実施に係る在外技術

研修講師業務、専門家としてのエジプト・アラブ共和

国派遣、③国立病院機構熊本医療センタ ーとタイ国コ

ンケン病院との国際協力、姉妹協定締結です。現在当

院では、ウイルス肝炎セミナー ：疫学、予防及び治療

（杉コースリ ーダ一）、安全な輸血医療（中米地域）、

次の10年に向けてのAIDSの予防及び対策（武本コ ー

スリーダー）の 3コースが毎年開催されています。

特殊疾病研究室では、主に成人T細胞白血病 ・リン

パ腫（ATL）など感染症 ・腫虜研究、高齢者医療対

策、そして国際医療協力を大きな柱として、今後日本

が迎える高齢化社会での医療改革や ヒトレ トロウイル

ス感染症対策、そして医療のグロ ーパル化への対応を

模索しています。

（特殊疾病研究室長武本重毅）

平成23年度第 1回「次の10年に向

けてのAIDSの予防及び対策」研修

平成23年度第 1回「安全な輸血医

療 （中米地域）」研修

平成23年度 タイ国コンケン病院

スタッフ研修
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児 科

部長

高木一孝

小児血液疾患 ・感染症

小児科一般

日本小児科学会専門医

医長

森永信吾

小児血液疾患（血液専門医）
骨髄移植・免疫疾患
小児科一般

日本小児科学会専門医

日本血液学会専門医

診療内容と特色

小児疾患全般にわたって診療を行なっています。小児

科の特徴として感染症が多いのは他の施設と同様ですが、

当小児科の特徴として小児の血液疾患の診療と食物アレ

ルギーの診断を重点的に行っています。血液疾患は白血

病やリンパ腫などの悪性腫属、好中球減少症、再生不良

性貧血、鉄欠乏性貧血、溶血性貧血、特発性血小板減少

性紫斑病、血友病などが含まれ、これらの疾患に対して

化学療法、免疫抑制療法、造血幹細胞移植（非血禄ドナー

移植も含む）、輸血療法などの治療を行っています。一方

食物アレルギーの診断は、入院により厳重な管理のもと

で食物負荷試験を行い、除去食の必要性を判定し食事指

導を行っています。なお長期の入院を必要とする学童児

については、訪問学級の先生（慶徳小学校、藤園中学校）

により病棟で毎日授業が聞かれています。また当院は日

本小児科悪化医専門医制度研修医施設として研修医を受

入れています。

診療実績

平成23年度の入院は入院総数466名でした。内訳は

以下の通りです。

呼吸器疾患 102名（気管支炎 ・肺炎 ・RSウイル

ス細気管支援、瑞息様気管支炎など）

神経疾患 33名（熱性痘壁 ・てんかん ・髄膜炎・硬

膜下血腫など）

消化器疾患 41名（感染性胃腸炎＜ノロウイルス ・

ロタウイルス ・アデノウイルス感染＞ ・急性虫垂炎 ・

C 4) 

医師

持永将悪

小児科一般
小児救急

医師

日高優子

小児科一般

肝障害 ・漬震性大腸炎など）

その他の感染 22名 CEBウイルス感染症 ・へルベ

ス口内炎・アデノウイルス感染症 ・猫ひっかき病 ・頚

部リンパ節炎 ・急性中耳炎など）

血液疾患 79名（急性白血病 ・再生不良性貧血 ・特

発性血小板減少症、紫斑病など）

事故 11名（交通事故や転落による頭部打撲く軽傷で

経過観察入院のみ＞、溺水事故）

アレルギー 159名（気管支瑞息・食物アレルギー・

ア卜ピー性皮膚炎）

その他 19名（川崎病 ・免疫不全症 ・糖尿病 ・新生

児 ・尿路感染症・急性糸球体腎炎など）

研究実績

小児白血病 ・リンパ腫の全国的な治療研究TCCSG

（東京小児がん研究グループ）、JPLSG（日本小児白

血病研究グループ）の参加施設として症例の登録 ・治

療を行い治療成績の向上に努めています。また小児再

生不良性貧血治療研究に登録し抗胸腺細胞抗体（ATG）、

シクロスポリン（CSA）による免疫抑制療法、造血

幹細胞移植を行っています。

ご案内

患者様のご紹介は医師へ直接お電話頂くか、患者様

へ紹介状を持たせて受診して頂いても結構です。ただ

し、アレルギ一外来は完全予約制ですので、前もって

電話での予約をお願いします。時間外 ・休日は小児科

宛の紹介状を持参し救急外来を受診して頂くと、当番

の小児科医が診察致し必要に応じて入院治療を行い

ます。

小児科勉強会（火曜会）

開業医の先生方との合同勉強会を月に一回（毎月第4
火曜日8月は休み）に行っています。紹介頂いた入院患

者さんの症例呈示と文献紹介（抄読会）です。会員制

ではありませんので、自由にご参加下さいますようご

案内致します。
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最近~」た己シ22

「涙よ、 さよなら・・・・・・」

耳鼻咽喉科医長

上村 尚樹

耳鼻咽喉科 上村です。少し哀愁のあるタイトル

ですが、今回は鼻涙管閉塞症に対して当科で行って

いる治療についてご紹介します。

鼻涙管閉塞症の主な症状は流涙、 または眼脂です

が、 これまでは眼科医、 あるいは我々耳鼻科医が内

眼角より切開し、靭帯、血管を切断しなが ら涙嚢を

露出させ、骨を削 ってこれを鼻腔へ開放させるとい

う鼻外法で行う涙嚢鼻腔吻合術（DCR）が主でした。

これは再狭窄の可能性や内眼角のしびれが持続する

上、何といっても顔面に傷がつくという大きなデメ

リッ卜があります。 しかし私がこち らに赴任してか

らはこれらの疾患に対しては内視鏡下に鼻内より行っ

ております。

あらゆる外科系診療科において内視鏡手術が主流

にな ってきておりますが、我が耳鼻咽喉科領域でも

同様の傾向で、鼻科手術、 とくに慢性副鼻腔炎（蓄

膿症）に対する手術はまさにその際たるものであり

ます。 その応用として近年鼻涙管閉塞症に対する手

術であるDCRを内視鏡下に行う

くなってきています。

(E-DCR）施設が多

涙腺で作られた涙は涙小管から涙嚢を経由して鼻

涙管を通って鼻内へ排池されます。 鼻涙管閉塞症で

( 5) 

耳鼻咽喉科（No.7) 

はこの通路が狭くなるために涙が止まらないとい っ

た症状が現れます。 このような場合、涙嚢を鼻内に

開放して涙の抜け道を作るのがDCRです （図）。先

述のようにこの手術には眼の内側の皮膚を切開して

行う 鼻外法もありますが、我々は内視鏡下に行って

います。 これは、 鼻内より内視鏡下に涙嚢周囲の薄

い骨を一部削って、上下涙点より挿入し鼻腔へ通し

た細いチューブ（N-Stube）を挿入、留置しておく

方法で、片側1時間程度の手術、 2～3日の短期入院

で施行できます。我々耳鼻咽喉科医は内視鏡下の手

術には非常に長けており、鼻外法での最大のデメリ ッ

卜であった顔面皮膚への操作はしないため、美容的

にも優れているといえます。また鼻外法では皮膚切

聞や内眼角の操作に伴う出血に悩まされることもし

ばしばですが、 EDCRでは出血で操作が妨げられる

ことはほとんどと言 っていいくらいなく、 スムーズ

にこなすことができます。また、 NS tubeはl～2ヶ

月留置しておきます。我々はこのような手術を全身

麻酔下に眼科スタッフと合同で行っています。両側

同時にも可能なこともメリットのひとつです。 もし

鼻涙管閉塞症の患者さんがおられましたら当科、あ

るいは当院眼科までご紹介くださし1。

涙豪

鼻涙管

（図）涙の流れと肉視鏡によるアプローチ（E-DCR)
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いま、国立病院機構
熊本医療センターで
伺が研究されているか

【背景】

透析患者は免疫異常が認められ、感染症を発症しや

すく、加えてアクセスに関連した感染症も合併しやす

くなります。このため、透析患者の真菌感染もよく経

験しますが、透析患者が真菌感染した場合、抗真菌薬

の投与において腎機能による制限を受けることが多く

なります。

脂質化アムホテリシンB製剤はアムホテリシンB製

剤を脂質化することにより、毒性が少なく透析患者に

おいても減量せず使用できますが、その詳細について

は不明な点が多い薬剤です。我々はhighflux memb 

raneによる透析を受けているアスペルギルス感染症

の透析患者に対し、脂質化アムホテリシンB製剤を投

与し、その血中濃度を調べました。とくに現在の透析

で主力になっているhighflux membraneにおける報

告は未だにありません。本研究については院内の倫理

委員会の承諾を得て施行しました。

【方法】

72歳アスペルギルス症と診断された男性。

透析中投与ではダイアライザ －APS18MD

( polysulfone, Asahi Kasei Kuraray Medical, 

Tokyo, Japan）前後、通常投与では末梢における血

中濃度を 3日ずつ測定し、それぞれ 5時聞かけて4.6

mg/kgを投与しました。（図 1) 

ずイアライザー前より
脂質化アムホテリンンB

温度灘定

図1、脂質化アムホ予リシンB製剤の透析中段与

【結果】

透析中投与においては、透析膜前後での血中濃度差

に有意差はなく （図 2）、透析中投与と通常投与にお

いても血中濃度差は認めませんでした。（図 3) 
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図2、透析中鐙与における脂質化アムホテリシンBの血中温度
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図3、透析中役与、通常綬与における厨質化アムホテリシンBの血中温度
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【結論】

high flux membraneを使用していても、脂質化ア

ムホテリシンB製剤は透析に関係なく投与でき、用量

の調節を必要としない可能性が示唆されました。透析

患者は四肢に透析用のアクセスが存在し、長い治療の

ために表在血管が荒廃しています。このため透析中に

アクセスから薬物を投与できることは血管確保の苦痛

から解放されることにつながります。また、透析の聞

に投与終了することから、治療に要する時間が短縮さ

れ、点滴に長時間縛られる ことが少なくなります。す

なわち、治療中のQualityOf Lifeの改善に役立つも

のと考えられます。今後症例を追加して、多症例での

傾向を解析する予定です。

【謝辞】

血中濃度測定について多大なご協力を賜った昭和大

学医学部臨床感染症学講座の大林寛子先生、吉田耕一

郎先生に深く感謝申し上げます。
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本年度から研修医 l年次向けの「研修医セミナ ー」

を発展させ、 「二の丸モーニ ングセミナ －Jと名称を

変更して院内 ・院外の教育システムのーっとして拡充

しました。記念すべき第 1回は 4月12日に河野院長の

「研修医に期待するもの」として行われ、以後も毎週

行われています。このセミナーは研修医 1年・ 2年の

みならず、院内外を間わず、興味ある医師、コ メデイ

カルなど広く 一般に開放されています。開催曜日は毎

週木曜日、時間は朝 7時30分から 8時15分までの45分

間（質疑を含めた時間）となっていますので、少し早

起きして是非ご参加ください。場所は研修センタ ーホー

ノレですから、ゆったりと興味のある話を聞くことがで

7月の内容

【7月5日】 田北神経内科医長

意識障害の考え方～危ない意識障害を見逃がさないために～

【7月12日】 富田腎臓内科部長

輸液の実際～基本はこれだけでOK～

【7月19日】 鶴田内科（臨床検査科）医長

輸血の実際～ちょっと役立つ輸血と血液の基礎～

【7月26日】 芳賀臨床研究部長

国際学会でのプレゼンの仕方～これであなたも国際人デビュー～

きます。セミナー内容は、医療安全などの総論的なも

のから臨床に即した系統的 ・疾患的なものまで、充実

した ものとなっています。 7月以降のセミナ ー予定に

関しては別表のとおりです。病院のホ ームページに も

随時最新のセミナー予定についてご案内していきます。

今後のセ ミナ ー内容について御要望がありましたら、

どしどし御連絡くださし、。更に充実したセミナ ーにす

るために院外の講師をお呼びする等（最先端の研究の

御講演な ど〉、積極的に反映していきたいと思います。

重要なセ ミナ ーとして発展して行きますように、御協

力ならびに御参加をお願し、致します。

（糖尿病 ・内分泌内科部長豊永哲至）

珊佳車E劃飽務

科
目
藤

賭
く
工

えり

恵理奈
H24年 6月 1日より、皮膚科外来で勤務しておりま

す工藤恵理奈と申します。
日15年 3月広島大学医学部医学科を卒業後、熊本大

放射線科
いとう かなこ

伊藤加奈子
平成24年 7月か ら放射線科として勤務させていただ

くことになりました伊藤加奈子と申します。

平成10年に佐賀医科大学を卒業後、熊本大学放射線

科医局に入局しまして、大学、荒尾市民病院にてそれ

耳鼻咽喉科

熊谷 町一議

平成24年 7月1日より、耳鼻咽喉科の非常勤として、

毎週火曜日午前と木曜日に勤務をさせていただくこと

となりました熊谷譲と申します。
平成11年日本大学医学部を卒業後、東京の国立国際

学皮膚科に入局 し、熊大病院のほか熊本市民病院、水

俣市立総合医療センタ一、 NTT西日本九州病院などで

勤務にあたって参りました。
体調を崩したため 1年ほど休職しておりましたが、

今回、10時から14時までの外来診療をさせて頂けるこ

ととなりました。
皮膚科医になり 10年目ですが、 1～ 3年目のDr目の

ようなフレッシュな目で皮膚病変をと らえることを心

がけ、真塾に外来業務に取り組みたいと考えております。

どうぞ宜しくお願L、申し上げます。

ぞれ一年の研修後、熊本再春荘病院、熊本中央病院、

熊本赤十字病院に勤務してまいりました。当院は全診

療科があり、がん治療の地域拠点病院、救急病院とし

て多数の患者を受けいれているとのことで、様々な症

例を経験できると伺っております。また、施設も新し

くなり、画像機器もCTはじめ充実しており、画像診断

医として研鎖をつみ、早く臨床の場にお役にたてるよ

う頑張っていきたいと思います。慣れるまでご迷惑か

けることが多々あると思いますが、よろしくお願いい

たします。

医療研究センタ ー耳鼻咽喉科に入局し、同院にて厚生

労働技官として平成21年12月まで勤務しておりま した。

同院では主に音声、鴨下を中心に一般耳鼻咽喉科診療

を行っておりました。現在熊本市南坪井にあります実

家の医院で副院長を勤めております。今回耳鼻咽喉科

医長の上村尚樹先生とご縁があり、耳鼻咽喉科外来、

検査のお手伝いをさせていただくこととなりました。

気軽に御相談ください。
御迷惑をおかけする点もあるかと思いますが、よろ

しくお願し可申し上げます。

( 7) 
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す。それをうまく組み合わせて、その患者さんに適し

た量で一人の患者さんを救う治療に興味が出てきまし

た。また朝の採血をはじめ抗がん剤のルート確保、 骨

髄穿刺や移植ドナ ーさんの骨髄採取など様々な手技も

経験させていただいています。

2012年 7月l日

臨床研修医

1年次井建一朗 A 

みなさんこんにちは。研修医一年目の井建一朗と申

します。今年 3月に大分大学を卒業し、 4月より熊本

医療センタ ーで初期研修をさせていただいております。

研修医生活が 2ヶ月経ち、少しずつ仕事を覚えてきま

したが、まだまだ皆さんにはご迷惑をかける日々が続

いています。

現在私は血液内科で研修をさせていただいておりま

す。血液内科では、医師としてはじめての 2ヶ月間と

のこともあり、看護師さんをはじめとするスタッフと

の連携の大切さ、患者さんとの接し方など大切なこと

をたくさん学ばせていただいています。抗癌剤 lつを

とっても複雑な作用機序があり、ま た副作用も様々で

み美る瑠時山日東

医

ぃ伊

修耳

引

次

応

年

臨

1

みなさん、はじめまして。研修医 l年目の伊東山瑠

美と申 します。この春大分大学を卒業して、この熊本

医療センタ ーでお世話にな っておりますO 右も左も分

からなかった 4月から早 2ヶ月が経とうとしておりま

すが、未だに毎日分からないことの連続です。日々、

昨日の自分より少しでも進歩できているように、皆さ

んにご迷惑をおかけしながら勉強させていただいてい

ます。
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また私たち研修医 l年目も月に数回の救急外来に入っ

ています。熊本医療センタ ーは救急医療にも力を入れ

ており、受け入れる患者数も多いです。ここでは患者

さんが短時間にどういった理由で苦しんでいるか、ど

のくらいの緊急性があるかなど勉強になることがたく

さんあり、一晩で経験値が一気に上がります。まだ鑑

別ひとつ追いつかない夜が続いていますが、 l歩ずつ

確実に経験を積み重ねていきたいと思っています。

熊本医療センタ ーでの研修は忙しく 1日があっとい

う間です。今後も時にはつらいと思うこともあるかも

しれませんが、こ れが今後の医師人生を支える基礎に

なると信じて確実に前に進んで行こうと思います。ま

だ右往左往する日々が続きますが、一生懸命がんばり

ますので今後もご指導の程よろしくお願いします。

私は研修医として最初の 2ヵ月を麻酔科で勉強させ

て頂いております。上級医の先生の指導のもと、患者

さんの術前診察から、手術当日の麻酔の導入から覚醒、

そして術後の診察まで、多くのことを学びとる毎日で

す。特に手術当日は、ルー卜確保や気管挿管、脊髄く

も膜下麻酔など手技も多く、この 2カ月で、かなりの数

の子技を経験させて頂きました。それでも日々、まだ

まだな自分を発見するばかりです。

この先 6カ月は消化器内科、神経内科、腎臓内科と

内科を 6カ月間ロ ーテー トしますが、この 2カ月での

経験を生かして、実り多い研修期間にしたいと思って

おります。これからもご指導、どうぞよろしくお願い

いたします。

C 8 ) 
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研修のご案内 ー
－ 

2012年 7月1日

円四月曜会（無料）
（内科症例検討会）

日時砂平成24年 7月 9日（月）19 : 00～20: 30 

［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］
場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

1 .胸部レントゲン読影
2.持ち込み症例の検討
3.症例検討症例検討「四肢のしびれで発症した悪性リンパ腫」

国立病院機構熊本医療センタ ー血液内科部長 日高道弘

4. ミニレクチャ ー 「急速進行性糸球体腎炎について」
国立病院機構熊本医療センタ ー腎臓内科 坂梨 綾

日頃、疑問の症例、興味のある症例、 X線、心電図、その他がζざいましたら、ご持参いただきますようお願い

致します。
〔問合せ先〕国立病院樹毒熊本医療センター研修部長清川 哲志 TEL: 096 353-6501 （代表） FAX・096-325-2519

！第107回総合症例検討会〔CPC) I 

｜ ［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ ｜ 

日時砂平成24年 7月18日（水） 19 : 00～20: 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センタ

テーマ： 『進行する呼吸困難』 (70歳代女性）

臨床担当）国立病院機構熊本医療センター呼吸器内科 山根宏美

病理担当） 国立病院機構熊本医療センタ ー臨床研究部病理研究室長 村山寿彦

「糖尿病と変形性膝関節症があり近医に通院していた。右大腿の~痛が出現したため、 近医に受診し入院予定であっ

たが呼吸促迫有り当院へ救急搬送された。」

＊臨床経過の詳細な検討と鑑別診断を行います。最後に病理よりマクロ、 ミク ロの所見と剖検診断が解説されます。

通常のレクチャ ー （解説）の前に、馴染みの少ない疾患、病態は、その分野に関するミニレクチャ ーを予定してお

ります。基本的知識を学んだ後で活発なディスカッションをお願し、致します。どなたもお気軽にご参加下さし、。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL 096 353-6501 （代表）内線2630 096-353 3515 （直通）

17：~fe；五五；：；；！自 、i I 高血 E註ヨ ：） 
旧本医師会生涯教育講座 1.5単位認定］

［日本語尿病第養指導士認定更新のための研修単位く2群＞0.5単位認定］

日時惨平成24年 7月19日（木）19 : 00～20: 45 

場所砂国立病院機構熊本医療センター研修室2

1. 「ペットボトル症候群によって誘発された糖尿病ケ 卜アシド ーシスの一例」

国立病院機構熊本医療センター糖尿病 ・内分泌内科

今村隆二、信岡謙太郎、橋本章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

2. 「経口血糖降下薬を服用していないにもかかわらず重症の低血糖を引き起こした食道癌術後の一例」

国立病院機構熊本医療センタ ー糖尿病 ・内分泌内科

信岡謙太郎、橋本章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がございましたら、お持ちいただきますようお願い致します。

〔問合せ先〕国立病院機構熊本医療センター内科部長東輝一朗 TEL 096 353-6501 （代表）内線5705

1 第23回症状ゅー蹴 日時砂平成24年 7月21日（土） 15 : 00～17: 30 

［日本医師会生涯教育講座2.5単位認定］ ｜ 場所惨国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

座長：あけぼのクリニック理事長

演題：「CKDup to date」
1 .腎障害に関与する高血圧以外の要素について 国立病院機構熊本医療センタ ー腎臓内科

2. CKDの「その後」 国立病院機構熊本医療センタ ー腎臓内科部長

3. CKDにおける高血圧の治療戦略 熊本大学大学院生命科学研究部腎臓内科学助教

松下和孝先生

梶原 健吾
富田 正郎

賓吉拓先生

この講座は有料で、年間10回を lシリ ース（年会費10,000円）として会費制で運営しています。但し、 l屈だけ

の参加を希望される場合は l回会費2,000円で参加いただけます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー 地域医療研修センタ 一事務局

TEL 096-353-6501 （代表）内線2630 096-353-3515 C直通） FAX 096-352-5025 （直通）

日時砂平成24年 7月25日（水） 19 : 00～20 : 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター-- ~ 

le;c.:" 0;c;:,?C'i'.''!:i十7！第72回 特r;JE~i] ＼.：昨演側 ｜
［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］

座長：国立病院機構熊本医療センタ 一副院長 野村一俊

「CT • MRIの進歩と普及一脳神経外科医の立場から一」

熊本大学大学院生命科学研究部脳神経外科学教授 倉津純一先生

〔閉会せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ 一 地域医療研修センター TEL096 353 6501 （代表） 096-353-3515 C直通〕

C 9) 
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地1或医療研修センタ

7月 研修センターホール 研 修 室 そ の 他
13‘00～16 50 第四国臨床盟理セミナー

「精神科車窓と車鞠，台車ー精神匡曜の動向と患者に応じた誕の使用法 J ［日本医師会生還軸育問/JUO単位認定］

1日 ｛日）
［目本車剤師研修センター盟定研惇20単位阻定］

1 輔神科症患と襲物泊聾 国立病院極構菊池構院臨庫研宜部昼 木村武実
2 アルコール値存と車物聾藩 国立膚院檀構肥前輔神医聾センター院長 紅岳文

3 E蝿と車軸～特に輔神科使用車問～ 虎の門楕院軍剤師長 綜 昌三掌

7'45～ 8,15 外科術後症例検討会 6斑

2日開）
8,00～ 8,30 MGH症例検討会 CI 
16,00～18,00 叫臣器科病挫カン 7 7 レンス 5西
17 00～18 00 4、！且S斗カンファレンス 6西
7,45～ 8,15 外科術後症例検討会 6l仮

3日 凶 15,00～16,30 血植商曹話会 C 2 
15,00～19，凹外科術前症例検討会 C】

1'45～ 8,15 外科楠後症例検討会 6斑
4日剛 !7,00-18,30 血極形態カン 77レンス C 2 

17,30～19,00 消化器産担カン ファレン ス CI 
7 30～ 8 15二の丸モーニングセミナー "45～ 8,15 外科術桂症例検討会 6車

「軍扱陣箸の考え方」 7,50～ 9,00 霊把外科症例検討会 CI 
5目。村 国立病院機構鼎4'医揮センタ 神桂内科医長 田北智出 17,00～19,00 罰理器カン 77 レンス 6Jヒ

17,30～19凹超音誼カン 7 7 レンス 1尚
18,00～19,00 開原病 ・内分泌内科カンファレンス C 2 
7'45～ 8,15 外科荊桂症例検討会 6皿

6白 幽 8,00～ 8,30 蝉酔科症例検討会 手
s,oo～ 9,00 消化器病研究会 Cl 

19 00～20 30 第1回四月曜会 （内科宜倒瞳討会） 7'45～ 8,15 外科術桂症例検討会 6耳Z

9日 1!11
［日本医師会生涯融宵崎直盤、5単位固定］ 8,00～ 8,30 MGH症例検討会 CI 

16,00～18,00 E必犀器科高祖力ンファレンス 5西
11,00～18,00 小児科カンフ 7レンス 6西
7'45～ 8,15 外科街桂症例検討会 5；毘

10日 山｝ 15,00～16,30 血誼病堕話会 C 2 
15,00～17,30 外科前前症倒瞳討会 CI 
19,00～2LOO 泌尿器科 ・曲射韓科合間ウログラム CI 

18: 00～19 30 第四国クリア イカルパス研究会 （公開） 7品 ～ 8,15 外科荷桂症倒検討会 6東
11日 刷 17,00～18,30 血桂出曹カンファレンス C 2 

17,30～19,00 消化器産患カ ン77レンス CI 
7 30～8 I 5二の丸モーニングセミナー 18 30～20 00 賭本県臨床両生憤王監技師会 1'45～ 8,15 外科術憧症例検討会 6車

「輸檀白実曙」 一般横倉研究珪月例会（研 2) 7'50～ 9,00 !,"!ffj外科症例検討会 Cl 
12日 同 国立商院機柵開4'医唖セ Jター腎閣内科部長 富田正郎 17,00～19凹柿瑚器カン 77 レンス 6Jヒ

17,30～19,00 超音誼カ ン77 レンス ;~ 
18,00～19,00 惜犀病 ・内分泌内科カン 77 レンス C 2 
7"5～ 8,15 外科術後症例検討会 6束

13回世 s,oo～ 8,30 岬酔科症例検討会 手
s,oo～ 9,00 消化器病研究会 CI 

14日は｝ 9 00～12 00 楽しく学ぶ基礎看護研睦 （場所 看謹学校）

19 30～20 30却22回開本田虫 ー鴨下リハビリテーションセミナー 7'45～ 8,15 外科街桂症例横討会 6車
17日 り3 「呼唖リハj 15,00～16,30 血撞病型店会 C 2 

悟本保健科学大学保健科学部理学躍桂学湾攻准教侵 久保高明 15,0口、19,00 外科街前症倒桂討会 CI 
19 00～20 30 ！医107回 韓合症倒樟肘会 （CPC】 7'15～ 8,15 外科衛桂症倒検討会 6!1! 

18日 嗣 ［日本E師会生涯粧宵闇座1.5単位盟定］ 17,00～18,30 血檀思想カンフ 7レンス C 2 
『遂行する呼吸困置』 17,30～19,00 梢化器配車カン 77レンス CI 

7 30～ 8 15ーの丸モ ーニングセミナー 19 00～20 45 第130回ュ本会 ｛研 2) 1'45～ 8,15 外科荷桂症倒瞳討会 6東

「輸血の実標」 （瞳阜商．脂質異常症、高血圧を居る会） 1,50～ 9,00 鐙形外科症例検討会 Cl 
19日 開 国立病院蝿情熊本医師セ〆タ ー血援内科医長 田田昌久 ［日本医師会生 涯 粧 宵 闇 座 1.5単位 盟 定］ 17,00～19,00 括団器カン 77レンス 6Jと

[Ua毘続II’S指iU IUtl!衝のための研修単位＜ 21ヰ＞0.5単位飽定］ 17,30～19凹超音誼カン 77レンス t尚
18,00～19,00 聞犀病 ー内分泌内科カン 7 7 レンス C 2 
7'45～ 8,15 外科術桂症例検討会 6J担

20白骨 s,oo～ 8,30 騨酔科症例検討会 手
s,oo～ 9,00 消化持病研究会 CI 

15: 00～17: 30 節目回壷揖 ，症患別シ リーズ

［日本E師会生涯粧宵闇座2.5単位盟定］

座長 あけlまのクリニ ヲク理事長 松下和孝

「CKDup t白 dateJ

21日住J
1 腎障害に闇与する高血圧以外の要素について

目立病院檀構隈本直車センター腎圏内科 揖原健吾

2 CKDの 「モ白後』

国立南院壇槽嶋本E車センター腎量内科部長 富図正郎

3. CKDにおける高血圧の治車軸略

隅本犬繁大学院生命科学研究部腎庫内科学助融買吉 拓

7'45～ 8,15 外科街桂症例横討会 6東

238倒｝ 8,00～ 8c30 MGH症例検討会 CI 
16,00～18,00 泌尿器科病植カン 7Tレンス 5西
17,00～18,00 小児科カ ン7 7 レン ス 6西

18 30～20 30 血曜研究班月例会 19 00～21 00 小児科火端会｛研 1〕 1,45～ 8,15 外科楠桂症例検討会 6車
24日出 15,00～16,30 血控同型話会 C 2 

15,00～19，凹外科術前症例検討会 Cl 
19 00～20 30 第72回特別由演 7'45～ 8,15 外科術桂症例検討会 6車

［日本医師会主主連軸育問!1!1.5単位盟定］ 11,00～18,30 血誼配睦カ ンフ ァレンス C 2 
25日 嗣 座長 国立粛院揖槽楠本国軍センター副院長 野村一俊 17,30～19,00 消化器暁患カ ンファレンス Cl 

'CT MRIの温多と普及ー圃神極外科医の立場から－J
酷＊大学大学院生命科学研毘部面神躍外科学軸担 倉津純一
7 30～ 8 15ーの丸モーニングセミナー 19 00～21 00 間本脳神睦臣思想話会（研 2) 1,45～ 8,15 外科商後症例検討会 6車

HO～ 9,00 盤配外科症例樟討会 CJ 
26日 同 17,00～19叩 商瑚器カン 77レンス 6Jヒ

11,30～19,00 超音世カン 7T レンス 消
18,00～19,00 惜原病 ・内分泌内科カン 7 7 レンス C 2 
7,45～ 8,15 外科筒桂症例瞳討会 6車

27回世 8,00～ 8,30 麻酔科症倒樟討会 手
8,00～ 9,00 消化器商研究会 Cl 

9 00～16: 10 第27団ナースのための人工呼唖セミナー

1 時唖生理と血漉ガス 聴聞大学医学部融急医学粧担 久本図一朗
28日比） 2. 呼唖管理と君臨のポイント 目立構院檀構隅志医事センタ－JII.酔科医長 集中；台車室長 溜畳一郎

3 慢性呼唖不全に討する非侵厳的人工呼騒と管理 国立構院檀構鼎本医聾センター呼吸器内科部長 柏原光介

4. 各種甫醒における呼唖不全の，省軍 山口大学大学院医竿系研究科融•· 生体俊昌司伊j割医学分野融担 圃図良介

7:45～ 8:15 外科術佳症例憧討会 6束

30日 （月） 8:00～ 8:30 MGH症倒検討会 Cl 
16:00～18:00 也原器科病樟カン 7 7 レンス 5西
17:00～18:00 小児科カンファレンス 6商

7:45～ 8:15 外科術後症例検討会 6斑
31日 伏） 15:00～16:30 血班肩車話会 C 2 

15:00～19:00 外科情前症例検討会 Cl 

研 1～ 32階研修室 l～ 3 C1・23階カ ンフ ァレ ンスルーム I・ 2 5西 5階西病棟 6東 6階 東 病棟 6西 6階西病棟 6北 6階北病棟 消 消化器病センタ ー読影室 手 手術室

※二の丸モーニングセミナーにつ きま して、 詳細は ホ ー ム ペー ジ 〔http://www.nho kumamoto.jp/index.html) を ご 参 照 く だ さ い。

問い合わせ先 〒 860-0008 熊 本 市中央区二の丸 l番5号国立 病 院機構 熊本医療セ ンタ ー 2階地域 医 療研修セン タ ー TEL096-353-6501 （代）内線2630 096-353-3515 （直通）

( 10) 


